
次の
ア

～
ウ

に当てはまるものを，下の ～ から つずつ選べ。ただし１

， は実数， ， は整数とする。

　 であることは， であるための
ア

。

　 が有理数であることは， と がともに有理数であるための
イ

。

　 と がともに奇数であることは， が奇数であるための
ウ

。

　 　必要十分条件である　　　　　　 　必要条件であるが，十分条件ではない

　 　十分条件であるが，必要条件ではない

　 　必要条件でも十分条件でもない

命題 ｢ または ならば， かつ ｣について考える。２

逆は
ア

，対偶は
イ

，裏は
ウ

である。

また，真偽について，逆は
エ

，対偶は
オ

，裏は
カ

である。

エ
～

カ
は，命題が真ならば ，偽ならば をそれぞれ選んで入れよ。

を有理数全体の集合， を無理数全体の集合とする。空集合を と表す。３

次の ～ が真の命題になるように， ア ～ エ に当てはまるものを，下の

～ のうちから つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。また，

必要ならば， が無理数であることを用いてよい。

　 ア 　　　　　　　　　　　　 　 イ

　 ウ 　　　　　　　　　　 　 エ

　 　　　 　 　　　 　 　　　 　 　　　 　 　　　 　

を正の実数とする。実数 に関する条件 ： ， ： について，命題４

｢ ｣ が真となるような の最大値は ア である。
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